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【 請 求 項 １ 】
第 一 の 回 転 軸 を 中 心 に 揺 動 す る 第 一 の 可 動 板 と 、 前 記 第 一 の 可 動 板 を 揺 動 可 能 に 支 持 す る
第 一 の 弾 性 支 持 部 と 、 前 記 第 一 の 弾 性 支 持 部 を 固 定 す る 支 持 基 板 と 、 前 記 第 一 の 可 動 板 か
ら 離 間 し た 位 置 に 配 置 さ れ る 第 一 の 磁 界 発 生 手 段 と 、 第 二 の 回 転 軸 を 中 心 に 揺 動 す る 第 二
の 可 動 板 と 、 前 記 第 二 の 可 動 板 を 揺 動 可 能 に 支 持 し 、 第 一 の 可 動 板 に 固 定 さ れ る 第 二 の 弾
性 支 持 部 と を 備 え る 揺 動 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 の 可 動 板 に 第 一 の コ イ ル が 、 前 記 第 二 の 可 動 板 を 周 回 す る 様 に 、 設 け ら れ 、 前
記 第 二 の 可 動 板 に 第 二 の 磁 界 発 生 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 一 の 弾 性 支 持 部 は 同 一 軸 上 に 配 置 さ れ 且 つ 前 記 第 一 の 可 動 板 の 両 脇 に 配 置 さ れ て い
る 一 対 の 弾 性 支 持 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 二 の 弾 性 支 持 部 は 同 一 軸 上 に 配 置 さ れ 且 つ 前 記 第 二 の 可 動 板 の 両 脇 に 配 置 さ れ て い
る 一 対 の 弾 性 支 持 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 一 の コ イ ル が 四 角 形 状 に 前 記 第 二 の 可 動 板 を 周 回 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 一 の 可 動 板 上 に 更 に 第 二 の コ イ ル が 設 置 さ れ 、 前 記 第 一 の 可 動 板 が 第 二 の コ イ ル の
内 周 部 に 第 一 の 開 口 を 有 し 、 前 記 第 一 の 磁 界 発 生 手 段 の Ｎ 極 と Ｓ 極 と が 、 前 記 第 一 の 可 動
板 に 略 垂 直 な 方 向 に 前 記 第 一 の 可 動 板 か ら 離 間 し た 位 置 に 前 記 第 一 の 開 口 を 挟 ん で 配 置 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
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前 記 第 一 の 可 動 板 上 に 更 に 前 記 第 二 の コ イ ル と 第 三 の コ イ ル と が 前 記 第 一 の 回 転 軸 を 挟 ん
で 設 置 さ れ 、 前 記 第 一 の 可 動 板 が 第 三 の コ イ ル の 内 周 部 に 更 に 第 二 の 開 口 を 有 し 、 更 に 第
三 の 磁 界 発 生 手 段 の Ｎ 極 と Ｓ 極 と が 、 前 記 第 一 の 可 動 板 に 略 垂 直 な 方 向 に 前 記 第 一 の 可 動
板 か ら 離 間 し た 位 置 に 前 記 第 二 の 開 口 を 挟 ん で 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の コ イ ル に 前 記 第 二 の 可 動 板 の ね じ れ 共 振 周 波 数 の 周 波 数 成 分 を 含 む 電 流 を 印 加
し 、 前 記 第 二 の コ イ ル ま た は 前 記 第 三 の コ イ ル に 、 前 記 第 一 の 可 動 板 の ね じ れ 共 振 周 波 数
成 分 を 含 む 電 流 を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 揺 動 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 乃 至 の 何 れ か に 記 載 の 揺 動 装 置 を 用 い た 光 偏 向 器 で あ っ て 、 前 記 第 二 の 可 動 板
に は 入 射 光 を 偏 向 さ せ る 偏 向 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 偏 向 器 。
【 請 求 項 ９ 】
光 源 と 、 前 記 光 源 か ら 発 せ ら れ た 光 を 偏 向 さ せ る 請 求 項 に 記 載 の 光 偏 向 器 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
光 源 と 、 前 記 光 源 か ら 発 せ ら れ た 光 を 偏 向 さ せ る 請 求 項 に 記 載 の 光 偏 向 器 と 、 前 記 光 偏
向 器 に よ り 偏 向 さ れ た 光 が 投 影 さ れ る 感 光 性 材 料 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ 乃 至 の 何 れ か に 記 載 の 揺 動 装 置 ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 偏 向 器 を 作 製 す る
方 法 で あ っ て 、 基 板 か ら 可 動 板 と 弾 性 支 持 部 と 支 持 基 板 を 形 成 す る 工 程 と 、 第 一 の 可 動 板
に コ イ ル を 形 成 す る 工 程 と 、 第 二 の 可 動 板 に 第 二 の 磁 界 発 生 手 段 を 形 成 す る 工 程 と 、 支 持
基 板 に 第 一 の 磁 界 発 生 手 段 を 形 成 す る 工 程 と を 少 な く と も 有 す る こ と を 特 徴 と す る 揺 動 装
置 ま た は 光 偏 向 器 の 作 製 方 法
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 基 板 か ら 可 動 板 と 弾 性 支 持 部 と 支 持 基 板 を 形 成 す る 工 程 は 、 反 応 性 イ オ ン エ ッ チ ン グ
或 い は ア ル カ リ 溶 液 を 用 い た エ ッ チ ン グ を 含 ん で な さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に
記 載 の 揺 動 装 置 ま た は 光 偏 向 器 の 作 製 方 法 。
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